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第第 3377 回回ＧＧＯＯＴＴＩＩＣＣ教教育育セセミミナナーーののごご案案内内 

令和 3 年 5 月 

GOTIC 正会員・賛助会員の皆様 

 

平素より GOTIC 臨床研究に多大のご協力をいただき、ありがとうございます。 

さてこのたび、第 37 回 GOTIC 教育セミナーを下記の要領で開催いたします。 

今回も新型コロナウイルスの影響を考慮し、オンラインシステム（Zoom）にて

2 日間に分けて開催することにいたしました。初日は GCIG の報告を行います。 

２日目は ASCO の報告および、埼玉医科大学国際医療センター婦人科腫瘍科の

吉田裕之先生に「卵巣がん診療における個別化医療の実践」をご講演いただきま

す。ふるってご参加ください。 

  

GOTIC 理事長             鈴 木 光 明 

         GOTIC 教育セミナー企画委員会 委員長 藤 原 寛 行 

 

 
 

記 

 

開催日時 ：①令和 3 年 6 月 15 日（火）19：00～20：30 頃まで 

②令和 3 年 7 月  9 日（金）19：00～20：30 頃まで 

       

参 加 費 ：無 料 

（賛助会員には、1 社につき 2 名様までのご参加とさせていただきます） 

 

 

 

 

参加を希望される方は、参加申込書を 6/5 までに GOTIC 事務局までメール本文 

にてご返信、もしくは別紙の参加申込書をメール添付(gotic-event@gotic.jp)にて

ご返送くださいますようお願いいたします。 

 



6 月 15 日 (火)    プ ロ グ ラ ム 
 

 

・開会の辞  

 

・GCIG の報告 

 

 「Ovarian Cancer Committee」 

自治医科大学附属病院       藤 原 寛 行 先生 

 

 「Rare Tumour Committee」 

防衛医科大学校病院        高 野 政 志 先生 

 

 「Symptom Benefit Committee」 

         東京大学医科学研究所附属病院   藤 原 紀 子 様 

 

「Cervix Cancer Committee」 

兵庫県立がんセンター       長 尾 昌 二 先生 

 

「Endometrial Cancer Committee」 

埼玉医科大学国際医療センター   藤 原 恵 一 先生 

 

 

・閉会の辞 

 

 

主催 一般社団法人 婦人科がん臨床試験コンソーシアム（GOTIC） 



 

7 月 9 日（金） プ ロ グ ラ ム 
 

 

・開会の辞  

 

・GCIG の報告 

 

「Phase II Committee」 

「Translational Research Committee」 

埼玉医科大学国際医療センター   長 谷川  幸 清 先生 

 

 

・ASCO の報告 

国立がん研究センター中央病院   西 川 忠 曉 先生 

埼玉医科大学総合医療センター    重 松 幸 佑 先生 

群馬県立がんセンター      山 下 宗 一 先生 

 

 

・講演 

 「卵巣がん診療における個別化医療の実践」 

      埼玉医科大学国際医療センター 婦人科腫瘍科 

  准教授 吉 田 裕 之 先生 

 

・閉会の辞 

 

 

 

 

 

 

主催 一般社団法人 婦人科がん臨床試験コンソーシアム（GOTIC） 

 

 



 

第第 3377 回回 GGOOTTIICC 教教育育セセミミナナーー  抄抄録録  

 

 

＜ 講 演 ＞ 

「卵巣がん診療における個別化医療の実践」 

埼玉医科大学国際医療センター 婦人科腫瘍科 

  准教授 吉 田 裕 之 先生 

  

 ここ数年、卵巣がん治療を取り巻く状況は大きな変化を見せている。中でも最

も注目すべきことは、PARP 阻害薬が承認され実臨床に導入されたことである。

2018 年 1 月にプラチナ感受性再発卵巣癌の維持療法としてオラパリブが承認

され、その後 BRCA 病的バリアント保持者の初回化学療法後の維持療法として

適応拡大された。さらに、2020 年 9 月にはニラパリブが初回化学療法後およ

びプラチナ感受性再発卵巣癌の維持療法として、また HRD を有するプラチナ感

受性再発卵巣癌の治療薬として承認されている。一方、2019 年 6 月には 2 つ

のがん遺伝子パネル検査、OncoGuide NCC オンコパネルと FoundationOne 

CDx がんゲノムプロファイルが保険収載された。現在症例数は限られるものの、

がん遺伝子パネル検査において検出されたバリアントに基づいた治療が卵巣が

んに対しても行われるようになっている。 

以上のような卵巣がん治療における近年の変化は、殺細胞性抗がん剤が中心で

あった治療から、遺伝子バリアントなどのバイオマーカーに応じて最適な治療が

選択されるようになったことであり、このような個別化医療は今後ますます進展

することが予想される。 

本セミナーでは、個別化医療に向けて大きな変革期を迎えている卵巣がん治療

の現況および今後の課題について解説する。 



  

 

 

 

①令和 3 年 6 月 15 日（火）19：00～20：30 頃まで 

②令和 3 年 7 月  9 日（金）19：00～20：30 頃まで 

オンラインシステム（Zoom）にて開催               

ご参加いただける方は、6 月 5 日（土）までに GOTIC 事務局へメール添付 

（gotic-event@gotic.jp）にてご返信くださいますようお願いいたします。 

Zoom 招待メール配信先メールアドレスを以下にご入力ください。 

参加希望日にチェック☑をお願いいたします。 

          

施 設 名 氏  名 e-mail 6/15  7/9    

  

(卒年：     年卒) 

 ☐ ☐ 

  

(卒年：     年卒) 
  ☐  ☐ 

  

(卒年：     年卒) 
  ☐  ☐ 

  

(卒年：     年卒) 
  ☐  ☐ 

  

(卒年：     年卒) 
  ☐  ☐ 

※セキュリティの関係で申込みのお名前と照合するため、セミナーご参加の際は

Zoom の参加者名をわかりやすくしていただけますようお願い申し上げます。 

 

[問い合わせ・返信先] 

   GOTIC 事務局  E-mail： gotic-event@gotic.jp 

 〒350-0451 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷５ グランドビル 20D 号 

            TEL ： ０４９－２９２－９０４３ 

                      

一般社団法人 婦人科がん臨床試験コンソーシアム 

第 37 回 GOTIC 教育セミナー 参加申込書 
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